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は じ め に 

 

 

静岡県においては、 浜岡原子力発電所の安全確保等に関する 協定に基づき 、 静岡県環

境放射能測定技術会が「 浜岡原子力発電所周辺環境放射能測定計画」 を 策定し 、 昭和 47

年度から 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査を 実施し ている 。  

こ の調査結果は、 令和 3 年度第 1 四半期に各測定機関が実施し た測定結果について、

静岡県環境放射能測定技術会が検討、 評価し た結果を 取り まと めたも のである 。  
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Ⅰ 調査結果のまと め 

 

令和 3 年度第 1 四半期の調査では、浜岡原子力発電所から の環境への影響は認めら れ

なかっ た。  

 

１  測定結果（ 概要）  

( 1)  空間放射線量率（ 14 地点）  

全ての地点で平常の変動幅の範囲内であっ た。  

 

( 2)  環境試料中の放射能 

ア 大気中浮遊塵の全α放射能・ 全β放射能（ 5 地点）  

全ての地点で集塵中の全α放射能・ 全β放射能比と 集塵中の全β放射能が同時

に平常の変動幅を 上回る こ と はなかっ た。  

イ  核種分析（ 陸上及び海洋試料）  

① γ線放出核種（ 32 地点）  

5 地点でセシウム 137 が平常の変動幅の上限を 超過し た。  

② スト ロ ン チウム 90（ 6 地点）  

全ての地点で平常の変動幅の範囲内であっ た。  

 

( 3)  排水の全計数率（ 4 地点）  

全ての地点で平常の変動幅の範囲内であっ た。  

  

 

２  評 価 

一部の地点において人工放射性核種を 検出し 、 平常の変動幅を 上回っ たが、 浜岡原

子力発電所内モニタ ※に異常はないこ と から 、 浜岡原子力発電所から の影響ではない。

測定等に異常はなく 、 測定値の経年変化の状況等から 、 東京電力㈱福島第一原子力発

電所の事故（ 以下「 東電事故」 と いう 。） や過去に行われた核爆発実験等によ る 影響と

考えら れる 。   

※ 発電所内のエリ アモニタ リ ング設備（ 格納容器雰囲気モニタ 及び燃料交換エリ ア換気モニタ ）、 モ

ニタ リ ングポスト 等をいう 。  

 

３  その他 

( 1)  補足参考測定 

ア 空間放射線量（ 積算線量 12 地点）  

イ  環境試料中の放射能（ γ線放出核種 14 地点及びト リ チウム 4 地点）  
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Ⅱ 調査概要 
 

１  目的 

浜岡原子力発電所周辺の環境放射能測定の目的は、 次に掲げる と おり である 。  

こ れら の目的の下で測定を 実施し 、 得ら れた結果に対し 、 検討及び評価を 行う こ と

を 調査と いう 。  

 

( 1)  周辺住民等の被ばく 線量を 推定し 評価する こ と 。  

( 2)  環境における 放射性物質の蓄積状況を 把握する こ と 。  

( 3)  浜岡原子力発電所から の予期し ない放射性物質又は放射線の放出を 早期に検出し 、

周辺環境への影響を 評価する こ と 。  

( 4)  緊急事態が発生し た場合に、 緊急事態における モニタ リ ン グへの移行に迅速に対

応でき る よ う 、 平常時から 緊急事態を 見据えた環境放射線モニタ リ ン グの実施体制

を 備えておく こ と 。（ バッ ク グラ ウン ド 測定）  

( 5)  ( 1) から ( 4) までの目的を 達成する 上で参考と なる も の、 発電所から の影響を 判断

する 上で参考と なる も の、 環境中の経時変化を 把握する 上で有効なも の又は測定技

術の維持が必要と 考えら れる も のについては、 平常時から 測定を 行い、 その結果を

把握し ておく こ と 。（ 補足参考測定）  

  

２  測定実施機関 

( 1)  静岡県環境放射線監視セン タ ー 

( 2)  中部電力株式会社浜岡原子力発電所 

 

３  実施期間 

令和 3 年 4 月～令和 3 年 6 月 

 

４  実施内容 

次に掲げる 測定を 実施し 、 その結果から 必要な検討及び評価を 行っ た。  

( 1)  測定項目 

ア 空間放射線量率 

イ  環境試料中の放射能 

ウ 排水の全計数率 

エ その他 

① 補足参考測定 

※ エの測定については、 評価は行わない。  

( 2)  測定の実施状況 

測定対象ごと の実施状況を 表１ ～6 に示す。   
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５  測定法及び評価方法 

静岡県環境放射能測定技術会が定めた「 浜岡原子力発電所周辺環境放射能測定に係

る 測定法及び評価方法」（ 令和 2 年 3 月作成） によ る 。  

 

 

 

表１  空間放射線量率 

測 定 対 象 地 点 数   測 定 時 期 

線 量 率 1)  14  令和 3 年 4 月～令和 3 年 6 月 

注 1)  テレメ ータ システムにより 10 分間平均値及び 1 時間平均値を取得し た。  

 

 

 

表２  環境試料中の放射能（ 陸上試料）  

測定対象 

全α放射能・  

全β放射能 

核 種 分 析 

γ線放出核種 スト ロン チウム 90 

地点数 測定時期 地点数 測定時期 地点数 測定時期 

大気中浮遊塵 5 
令和 3 年 4 月 

～令和 3 年 6 月 1)  
5 

令和 3 年 4 月 

～令和 3 年 6 月 2)  
  

陸水（ 上水）    2 4 月  1 4 月 

土 壌   4 6 月   

農
畜
産
物 

すいか 3)    1 6 月   

たまねぎ   1 4 月   

茶 葉   5 4 月 3 4 月 

原 乳   2 4 月 1 4 月 
注 1)  ダスト モニタ による連続測定で、 テレメ ータ システムにより 1 時間平均値を取得し た。  

注 2)  ダスト モニタ のろ紙を１ か月ごと に回収し 測定し た。  

注 3)  7 月に採取予定であっ たが、 採取協力者の都合により 収穫時期が早まり 、 6 月の採取と なっ た。  
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表３  環境試料中の放射能（ 海洋試料）  

測定対象 

核 種 分 析 

γ線放出核種 スト ロ ン チウム 90 

地点数 測定時期 地点数 測定時期 

海底土 10 6 月   

海
産
生
物 

し ら す 1 5 月 1 5 月 

あ じ  1 5 月   

た こ 1)  － －   

注 1)  5 月に採取予定だっ たが、 不漁のため未採取と なっ た。  

 

 

表４  排水の全計数率 

測 定 対 象 地 点 数 測 定 時 期 

排水の全計数率 1) 4 令和 3 年 4 月～令和 3 年 6 月 

注 1)  中部電力が放水口モニタ により 測定を行った。  

 

 

表５  補足参考測定（ 積算線量）  

測 定 対 象 地 点 数 測 定 時 期 

積算線量 12 令和 3 年 4 月～令和 3 年 6 月 

 

 

表６  補足参考測定（ 核種分析）  

測定対象 

核 種 分 析 

γ線放出核種 ト リ チウム 

地点数 測定時期 地点数 測定時期 

降下物 1)  1 
令和 3 年 4 月 

～令和 3 年 6 月 
  

指標生物（ 松葉）  3 6 月   

大気中水分 2)    4 
令和 3 年 4 月 

～令和 3 年 6 月 

海 水 10 6 月   
注 1)  試料は、 1 か月ごと に採取し た。  

注 2)  試料は、 1 か月ごと に採取し た。  

 
 
 
 

※ 表中の   部分は、 計画し ていない測定であるこ と を示す。  
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Ⅲ 調査結果 

 

１  空間放射線量率 

NaI シン チレ ーショ ン 検出器によ る γ線の線量率の調査結果を 次に示す。  

【 測定結果】  

浜岡原子力発電所周辺に設置し た 14 か所のモニタ リ ン グステーショ ン における

測定結果を 表７ 及び表８ に示す。  

測定の結果、 全ての地点で平常の変動幅の範囲内であっ た。  
 
 
 

表７  線量率（ 10 分間平均値） の測定結果  単位： nGy/h 

測 定 地 点 名 平均値 最小値 最大値 平常の変動幅 

白 砂 （ 御前崎市）  40 37 63 36～81 

中 町 （ 御前崎市）  56 53 71 50～88 

桜ヶ 池公民館 （ 御前崎市）  47 45 69 43～88 

上ノ 原 （ 御前崎市）  46 44 67 43～87 

佐倉三区 （ 御前崎市）  39 37 60 36～79 

平 場 （ 御前崎市）  39 37 59 36～76 

白羽小学校 （ 御前崎市）  42 39 61 38～84 

地頭方小学校 （ 牧之原市）  43 40 61 39～77 

旧監視センタ ー （ 御前崎市）  41 40 59 38～77 

草 笛 （ 御前崎市）  41 39 60 38～77 

新神子 （ 御前崎市）  41 38 60 32～76 

浜岡北小学校 （ 御前崎市）  44 41 67 39～92 

大東支所 （ 掛川市）  42 40 61 38～81 

菊川市水道事務所 （ 菊川市）  48 45 68 44～84 
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表８  線量率（ １ 時間平均値） の測定結果  単位： nGy/h 

測 定 地 点 名 平均値 最小値 最大値 平常の変動幅 

白 砂 （ 御前崎市）  40 37 61 36～80 

中 町 （ 御前崎市）  56 53 70 50～87 

桜ヶ 池公民館 （ 御前崎市）  47 45 66 44～86 

上ノ 原 （ 御前崎市）  46 44 65 43～84 

佐倉三区 （ 御前崎市）  39 37 57 37～78 

平 場 （ 御前崎市）  39 37 58 36～73 

白羽小学校 （ 御前崎市）  42 40 59 39～78 

地頭方小学校 （ 牧之原市）  43 40 58 40～74 

旧監視センタ ー （ 御前崎市）  41 40 57 39～76 

草 笛 （ 御前崎市）  41 39 58 38～76 

新神子 （ 御前崎市）  41 38 59 32～73 

浜岡北小学校 （ 御前崎市）  44 41 65 40～87 

大東支所 （ 掛川市）  42 40 59 38～80 

菊川市水道事務所 （ 菊川市）  48 46 66 44～83 

 

  


